
教育基本法との対照表
※受理番号 学校 教科 種目 学年

105-104 中学校 美術科 美術 第 1 学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

38 光村 美術 038-72、美術 038-73 美術１、美術 1 資料

1. 編修の基本方針

編修趣意書

美術で世界を広げ、深める
次世代を担う子供たちには、予測困難な社会の中でさまざまな変化に積極的に向き合い、他者と

協働しながら新しい価値を創り出すことが求められています。この教科書で学ぶ子供たちが、自ら
の手で未来を切りひらき、人との関わりの中で力強く生き抜いていくための美術の力と豊かな感性
を身につけられるよう、また、美術を学ぶ充実感を味わうことのできるよう、次のことを基底にお
いて編修しました。

1

表現や鑑賞の活動を通して、造形
的な見方や考え方を広げられるよ
う、紙面構成を工夫しました。ま
た、身の回りにある美術に目を向
け、生活や社会の中の美術文化と
豊かに関わることができるよう、
多様な作品を掲載しました。

特 色 1 特 色 2 特 色 3

美術の学びを、授業の中だけで閉
じることなく、普段の生活や社会
へ生かすことができるようにしま
した。自ら考えたり、発信したり
することで、身につけた力をさら
に強化し、生きる力に大きく転化
していけるようにしました。

― 造形的な視点を養い、
感性を育む
教科書です。

創造的な力を
培う

― 創造活動の喜びを
味わえる
教科書です。

豊かな感性を
育む

― 美術を通して、
生活や社会を見つめる

教科書です。

生活や社会に
つなぐ

生徒自らが主題を生み出し、豊か
に発想し構想を練ることができる
よう、具体的な手立てを示しまし
た。そして、発想し構想を練る力
と、創造的に表す技能を相互に関
連させながら育成できるように配
慮しました。



全ての題材に「表現」と「鑑賞」の
アイコンを入れ、それぞれの活動を
関連づけて学べるようにしました。

題材の初めに、鑑賞の問いか
けを示しました。表現活動につ
ながる造形的な視点を養います。

豊かな感性を育む
― 造形的な視点を養い、感性を育む教科書です。

特 色 1

「表現」と「鑑賞」を関連させた紙面構成。

紙面構成

作品を多角的な視点で鑑賞。

発想を広げ、構想を
練るための具体的な
手立てを示しました。

一つの作品を、さまざまな視点からじっ
くり鑑賞できるよう、「体感ミュージア
ム」という鑑賞中心の題材を設けました。

紙面の二次元コードから、作品の
鑑賞をより深める、多様なコンテン
ツを視聴することができます。

リンクしているコンテンツ
・書き込みツール＆高精細画像
・解説動画「火焔型土器」
・360°写真
・鑑賞を広げる言葉集

「体感ミュージアム」

P.58～59「体感ミュージアム　『火焔型土器』を鑑賞しよう」

P.22～23「その人らしさを捉える」

表現と鑑賞、
相互の関連を
図りながら学
ぶことが求め
られています。

二次元コードか
ら、コンテンツ
を見ることで、
鑑賞がさらに
深まるよ。

鑑賞 表現 発想・構想

2
P.58～59「体感ミュージアム　『火焔型土器』を鑑賞しよう」

P.22～23「その人らしさを捉える」

深まるよ。

全ての題材に「表現」と「鑑賞」の
アイコンを入れ、それぞれの活動を
関連づけて学べるようにしました。



別冊「資料」 P.12～13「どんな材料でつくる？」

生活や社会につなぐ
― 美術を通して、生活や社会を見つめる教科書です。

特 色 3

創造的な力を培う
― 創造活動の喜びを味わえる教科書です。

特 色 2

美術の学びを支える資料を、使いやすい別冊に。

・ 技法、材料、色など、美術の学びに不可欠な資料をまとめて別冊に
し、いつでも参照できるようにしました。

・ 中綴じ製本なので、折り返すとコンパクトになり、机に置いて参照し
ながら制作できます。

中学生が試行錯誤しながら制作する様子を紹介しています。

・ 生徒が作品を制作する
様子を丁寧に取材し、
試行錯誤しながら取り
組む様子を詳しく紹介
しました。

・ 「自分ならどう表現す
るだろう」と、生徒自
身の発想・構想を促し
ます。

P.17「みんなの工夫」

別冊「資料」

「みんなの工夫」

身近にある美しさに目を向けられるよう、巻頭に、中
学生が「美しい」と思った瞬間や風景を撮影した写真
を、作者の言葉とともに掲載しました。

P.4～6「うつくしい！ を探してみよう」

中学生が制作
する様子は、
自分が作品を
考えるときの参
考になるね。

私だったら、
どんな「うつく
しい！」を撮る
だろう。
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― 創造活動の喜びを味わえる教科書です。

別冊「資料」 P.12～13「どんな材料でつくる？」

身の回りの「美」に気づく目を育てます。
巻頭「うつくしい！」

P.17「みんなの工夫」

P.4～6「うつくしい！ を探してみよう」

・ 「自分ならどう表現す



2. 対照表
［ 第 1 学年 ］
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

はじめに

生徒が「うつくしい」と感じた瞬間や風景を撮影した写真を複数掲載し、お互いの価値観を尊重しながら
創造性を培うことができるよう配慮しました。【第二号】

P.4-7

生徒自身が身につける幅広い知識と教養について理解し、真理を求める態度を養うために、中学校3年
間の美術科で学ぶことを概観しました。【第一号】

P.10-11

絵や彫刻など

生徒が自分自身の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培うことができるように、「絵や彫刻」の
オリエンテーションのページを設定しました。【第二号】

P.12-15

生徒自身が考え、判断し、真理を求めようとする態度を養うために、各題材に目標を明示するとともに、
初めの「鑑賞」に問いを設定しました。【第一号】

P.16-45

お互いの価値観を尊重しながら創造性を培うことができるよう、さまざまな発想のもとでつくられた作家や生
徒の作品を掲載しました。作品には適宜「作者の言葉」を添えるとともに、作家の発想・構想をコラムと
して示しました。【第二号】

P.16-45

幅広い知識と教養を身につけ、真理を求める態度を養うため、ウェブコンテンツとともに鑑賞することで、
鑑賞を深める「体感ミュージアム」という題材を設定しました。【第一号】

P.20-21
P.36-43

美術の学習が、豊かな情操と道徳心を培うことにつながっていることを意識できるように、ページ下に適宜
「道徳科とのつながり」マークを示し、道徳の学習と関連する内容を示しました。【第一号】

P.20-23
P.28-29
P.36-43

自他の敬愛と協力を重んずる態度を養うため、実際の中学生が制作する様子や生徒どうしで意見を交換
する様子などを掲載しました。【第三号】

P.17、P.19
P.23、P.25-26
P.31、P.32-33
P.45

生命を尊び、自然を大切にする態度を養うため、人物や自然物から感じ取ったことをもとに表現する題材
を設定しました。【第四号】

P.16-19
P.22-27

美術の学習が、豊かな情操と道徳心を培うことにつながっていることを意識できるように、ページ下に適
宜SDGsの17の目標の番号を入れ、関連を示しました。【第一号】

P.32-33

伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛する態度を養うため、我が国で大切にされてき
た美術文化を積極的に掲載しました。【第五号】

P.36-43

デザインや工芸など

生徒が生活の中にあるデザインや工芸に気づき、その働きを考えられるよう「デザインや工芸」のオリエン
テーションのページを設定しました。【第二号】

P.46-47

生徒自身が考え、判断し、真理を求めようとする態度を養うために、各題材に目標を明示するとともに、
初めの「鑑賞」に問いを設定しました。【第一号】

P.48-65

お互いの価値観を尊重しながら創造性を培うことができるよう、さまざまな発想のもとでつくられた作家や生
徒の作品を掲載するとともに、適宜「作者の言葉」を添えました。【第二号】

P.48-65

美術の学習が、豊かな情操と道徳心を培うことにつながっていることを意識できるように、ページ下に適宜
「道徳科とのつながり」マークを示し、道徳の学習と関連する内容を示しました。【第一号】

P.48-59
P.62-65

自他の敬愛と協力を重んずる態度を養うため、実際の中学生が制作する様子や生徒どうしで意見を交換
する様子などを掲載しました。【第三号】

P.49、P.51
P.54、P.57
P.61、P.63

美術の学習が、豊かな情操と道徳心を培うことにつながっていることを意識できるように、ページ下に適
宜SDGsの17の目標の番号を入れ、関連を示しました。【第一号】

P.50-51
P.62-63

自然に親しみ、大切にする態度を養うため、「文様」、「木工芸」、「焼き物」など、自然を取り入れ発展し
てきた美術文化を取り上げました。【第四号】

P.52-55
P.60-63

幅広い知識と教養を身につけ、真理を求める態度を養うため、ウェブコンテンツとともに鑑賞することで、
鑑賞を深める「体感ミュージアム」という題材を設定しました。【第一号】

P.58-59

伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛する態度を養うため、我が国で大切にされてき
た美術文化を積極的に掲載しました。【第五号】

P.58-59

他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うために、世界各国の作品を掲載し、共通
点や違いを考える活動を設定しました。【第五号】

P.52-55
P.64-65

学習を支える資料 幅広い知識と教養を身につけ、真理を求める態度を養うために、全国の美術館や芸術祭に関する情報、
美術作品の鑑賞の手立てを整理して掲載しました。【第一号】

P.66-69

別冊「資料」

材料や用具の使い方、発想の広げ方など、汎用性の高い内容をまとめることで、生徒自身が必要に応じ
て参照し、自主及び自律の精神をもって学習を進められるように配慮しました。【第二号】

P.2-25

生徒自身が考え、判断し、真理を求めようとする態度を養うために、美術の学習に不可欠な形や色、光
に関する情報を整理して掲載しました。【第一号】

P.26-35

自然に親しみ大切にする態度を養うため、自然の中の造形を取り上げたり、自然物に由来する日本の伝
統色などを紹介したりし、自然を大切にする態度を養うよう配慮しました。【第四号】

P.26-27
P.34-35
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3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

二次元コードが示された箇所には、作品に書き込んで鑑賞できる「書き込み

ツール」や、技法動画、作家や作品の解説動画など、生徒の興味・関心を高め

たり、学習を深めたりできる資料を豊富に収めました。

　学習支援上の配慮

・ 学習の流れを把握し、見通しをもつことが生徒の理解を助けま
す。そこで、全ての題材に「表現」「鑑賞」のアイコンを入
れ、学びの流れがひと目でわかるようにしました。また、「表
現」については、発想・構想の具体的な手立てを示しました。

　色覚特性への配慮

・ 色に頼ることなく線の種類や濃淡でも識別できること、色覚特
性により判別しにくくなる色の組み合わせは行わないことなど
を基本に作成しました。

　書体に関する配慮

・ 「目標」や資料へのリンクなどの小さな文字は、UD フォントを
使い、視認性・可読性を高めました。

特別支援教育への配慮
ユニバーサルデザイン・カラーユニバーサルデザインの観点から、全ての生徒

に使いやすい教科書を目ざしました。教科書の全ページについて、専門家の校

閲を受けています。

ICT 活用への配慮

書き込みツール＆高精細画像
「ムーラン・ド・ラ・ギャレットの舞踏場」

技法動画「水彩絵の具で風景を描く」

　SDGs との関連

・ 美術の学習が、SDGs の 17 の目標と、どのように
関連しているか、ページ下にマークを入れて示し
ました。

　道徳教育との関連

・ 道徳科での学習とのつながりが捉えやすいよう、
ページ下にマークを入れました。

　カリキュラム・マネジメント

・ 他教科の学習と関連がある題材には、「○○科と
のつながり」というミニコラムを設定しました。

　多様性の尊重

・ さまざまな国や地域、ジェンダーバランスを意識
して、掲載する作品を選定しました。

今日的課題への取り組み 生徒たちを取り巻くさまざまな課題に対し、関連性を示したり、関心を促

すコラムを設けたりしています。

各題材の「目標」。読みやすいUDフォントを使用している。

SDGsや道徳教育との関連は、
各題材のページ下に示した。

端末でコンテンツを
見て、作品の理解を
深めたり、技法を確
認したりできるよ。

教科書の随所にあ
るマークに着目し、
今日的課題との関
連を見てみよう。

音楽を聴くときは、声や楽器による音色の違
ちが

いや

曲のリズム、音の強弱など、音楽科で学んだポイ
ントに注目しよう。音楽から広がるイメージが、
より豊かになるだろう。

音楽科とのつながり

郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度道徳科とのつながり

15SDGs
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各題材の「目標」。読みやすいUDフォントを使用している。

書き込みツール＆高精細画像 技法動画「水彩絵の具で風景を描く」



1. 編修上特に意を用いた点や特色

学習指導要領との対照表
※受理番号 学校 教科 種目 学年

105-104 中学校 美術科 美術 第 1 学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

38 光村 美術 038-72、美術 038-73 美術１、美術 1 資料

編修趣意書

特 色 1

・ 「表現」と「鑑賞」の相互の関連を意識し、一つの題材の中で一体的に学べる紙面構成にしました。
・鑑賞活動で培った造形的な視点を、表現活動で生かせるようにしています。
・鑑賞作品には、適宜、「POINT」の吹き出しを入れ、生徒たちが造形的な視点を意識できるようにしました。

「表現」と「鑑賞」を一体的に学び、造形的な見方や考え方を広げる

学びが深まる紙面構成

豊かな感性を育む
― 造形的な視点を養い、感性を育む教科書です。

形、 色 彩、 光、 構 図など、 造 形を
豊かに捉えるための視点を養うため、

「POINT」の吹き出しを入れました。

P.24～27「心ひかれるこの風景」

【表現中心の4ページの題材の場合】

「POINT」は作品を見
る手がかりになるね。

鑑賞 表現 発想・構想 表現 発想・構想 みんなの工
く

夫
ふう

鑑賞

P O I N T

作者は、この風景の
どんなところに
心ひかれたのだろう。
色づかいや構図をもとに
考えてみよう。

P O I N T

作者は、なぜこの場所、
時間帯を選んで描いたのだろう。

1



・中学校美術への期待感を高められるよう、オリエンテーションのページを充実させました。

小学校図画工作との接続を意識した、手厚いオリエンテーション

感性を刺激するオリエンテーション

中学校美術で
の学びを一望
できるページ。

「絵や彫刻」の
分野で大事にし
たいことを紹介。

作品の発想のし
かたは多様であ
ることを、リンゴ
を例に紹介。

P.10～11「美術の扉を開こう」 P.12～13「『絵や彫刻』の世界」

P.14～15「発想のしかたはさまざま」 P.46～47「『デザインや工芸』の世界」

「デザインや工芸」
の分野で大事にし
たいことを紹介。

・鑑賞中心の題材では、作品を紙面に大きく掲載し、細部までじっくり鑑賞できるようにしました。
・二次元コードから、作品を拡大したり書き込んだりできる「書き込みツール＆高精細画像」にアクセスできます。
　その他にも、作家や作品の解説動画、鑑賞を広げる言葉集など、多彩なコンテンツをご用意しています。

拡大したり、書き込んだりしながら、鑑賞をもっと深める

広がる・深まる鑑賞体験

P.20～21
「体感ミュージアム『ムーラン・ド・ラ・ギャレットの舞踏場』を鑑賞しよう」

書き込みツール＆高精細画像
作品に吹き出しを入れたり、線を書き込んだりできる。

解説動画「印象派」 鑑賞を広げる言葉集

端末でさまざまなコ
ンテンツを活用する
ことで、さらに鑑賞
が深まるよ。
ことで、さらに鑑賞

鑑賞を広げる言葉集

2



生活や社会につなぐ
― 美術を通して、生活や社会を見つめる教科書です。

特 色 3

・ 美術の学びが、普段の生活や社会につながっていることを実感できるトピックを、多数掲載しました。

身の回りの生活や社会に息づく美術を紹介
さまざまなトピックを掲載

創造的な力を培う
― 創造活動の喜びを味わえる教科書です。

特 色 2

・ 中学校美術での学びに必要な、技法や色の資料などを１冊にまとめ、参照しやすくしました。

生徒たちの創作意欲を高める、別冊「資料」

創造力をかき立てる資料

どうやって描く？
鉛筆で描く
水彩絵の具で描く
アクリル絵の具で描く
さまざまな描き方
版画で表す
文字をデザインする
端末を活用する
どんな材料でつくる？
紙でつくる
粘土でつくる
木でつくる
金属でつくる／石でつくる
写真を撮影する
映像を制作する
発想・構想のために
自然の中の形・色・光
色の世界に出会う
色の特徴
色の効果と配色
日本と世界の伝統色図鑑

描
く

つ
く
る

色

そ
の
他

別冊「資料」目次
描く

つくる

色

その他

資料を見ていると、
どんな技法や材料を
使おうか、わくわくす
るね。

別 冊「 資 料 」は、
学年が上がっても
使い続けられるよ。

P.49「文字で楽しく伝える」

別冊「資料」 P.26「自然の中の形・色・光」 別冊「資料」 P.32「色の効果と配色」

私たちの身の回り
は、 美 術であふ
れているんだね。

・ 美術の学びが、普段の生活や社会につながっていることを実感できるトピックを、多数掲載しました。

別冊「資料」 P.32「色の効果と配色」
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教科書の特色

編集上の留意点

教育基本法・
学校教育法との対応

・ �教育基本法、学校教育法の理念を踏まえ、美術の学習を通して幅広い知識と教養を身につけ、さらに、
「思考力・判断力・表現力」や「学びに向かう力」など、生きる力を支える能力を養えるよう配慮しました。

学習指導要領との対応

・ �学習指導要領の目標および内容をもれなく指導できるよう、題材を選定・作成しました。
・ �各題材の目標を明確にし、表現や鑑賞の活動を通して「発想や構想に関する資質・能力」、「技能に関す

る資質・能力」、「鑑賞に関する資質・能力」を着実に身につけられるよう、系統的に配列しました。
・ �「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、題材の構成を工夫しました。

題材の配列・分量

・ 「�絵や彫刻など」「デザインや工芸など」という分野ごとに構成し、題材の内容に応じて「表現」と「鑑賞」の
アイコンを明示することで、生徒が学習の内容をイメージしやすいよう配慮しました。

・ �３学期制、２学期制どちらにも対応するよう、題材数、領域のバランスを工夫しました。
・ �別冊「資料」として、材料と用具や〔共通事項〕に関わる資料をまとめ、生徒が必要に応じて活用できるよう

にしました。

掲載作品の選定 ・発達段階や、生徒の学習意欲を喚起することを考慮し、作品を選定しました。
・多くの生徒作品を掲載し、特に発想・構想のしかたに着目して選定しました。

主体的・対話的で
深い学びへの対応

・�各題材の最初に鑑賞図版を掲載し、生徒が主体的に作品を鑑賞し、かつ対話が生まれるような問いを示し
ました。

・ �各題材の学びの流れを明確にし、生徒が主体的に学習に取り組めるようにしました。
・ �中学生の制作過程を詳しく示すことで、「自分ならどういう作品をつくりたいか」と生徒が主体的に考え、作品

を発想できるよう、工夫しました。
・ �生徒が主体的に表現活動を行えるよう、別冊「資料」を充実させ、材料と用具、〔共通事項〕に関わる内容

を詳しく示しました。

ICTの活用

・二次元コードから、鑑賞を深める資料や表現活動に必要な技法の資料などを視聴できるようにしました。
・�中学生がタブレット端末を使って作品を制作する様子を紹介し、端末を効果的に活用するイメージがもてるよ

うにしました。
・別冊「資料」に「端末を活用する」というページを設け、具体的な活用方法を紹介しました。

道徳との関連 ・ �道徳と関連する題材のページ下には、「道徳科とのつながり」というマークを示し、生徒が道徳との関連を意
識して学べるよう、工夫しました。

他教科等との関連 ・ �他教科と関連する題材には、「○○科とのつながり」というミニコラムを設け、他教科での学びを意識しなが
ら、表現や鑑賞の活動が行えるように配慮しました。

SDGsとの関連 ・�SDGsと関連する題材のページ下には17の目標の番号を示し、生徒がSDGsとの関連を意識して学べるよう
にしました。

伝統・文化の取り上げ方 ・ �題材で適宜、伝統工芸を取り上げるなど、日本の伝統・文化への理解が深まるよう配慮しました。

多様性の尊重 ・掲載作品は、地域や時代、性別に偏りが出ないように配慮し、選定しました。
・アール・ブリュットの作家の作品をはじめ、多様な表現を取り上げました。

人権への配慮
・ �さまざまな国や地域の作品や、作家の個性を生かした作品を掲載することで、多様な価値観を認め、相互

理解の心を育めるよう配慮しました。
・さまざまな発想で制作された生徒作品を示し、それらを認め合うような活動場面を設定しました。

安全指導への配慮 ・ �別冊「資料」では、彫刻刀やのこぎりなどの道具を使う際の注意事項を、注意喚起のマークとともにわかり
やすく示しました。

知的財産権や肖像権への配慮 ・ �著作権や肖像権について詳しい解説を示し、他人の肖像権や著作権を侵害しないようにルールを守ること
を、注意喚起のマークとともに示しました。

特別支援教育への配慮

教科書のユニバーサルデザイン、カラーユニバーサルデザイン（色覚特性）と、学習上支援が必要な生徒の
ために、特に以下の点に配慮しました。
・教科書の全てのページについて、専門家の校閲を受けました。
・図版と図版の間を空けたり、罫線を引いたりして、境界を明確に区別できるようにしました。
・ �全学年を通して、文字がやや小さくなる場合は、読みやすさを強調してつくられたUD（ユニバーサルデザイ

ン）フォントを使用しました。

判型・製本・印刷など

・�本冊はA4ワイド判にし、鑑賞図版を大きくダイナミックに掲載しました。別冊「資料」は、制作中にいつでも
参照できるよう、A4判の中綴じ製本にし、折り返してコンパクトに使えるようにしました。

・鑑賞図版や文字が鮮明に印刷できる、発色のよいコート紙を使用しています。
・環境への負荷が少ない、用紙・植物油インキを用いています。
・ 製本は堅牢�で、生徒がページを開きやすいよう綴じ方にも工夫をしています。

図画工作との接続

・ �学校生活への不安をなくし、美術での学習を明るくスタートできるよう、導入として「美術の扉を開こう」とい
うページを設け、生徒が３年間の学びを見通し、これからの学習に期待感がもてるよう工夫しました。

・ �絵や彫刻の題材に入る前に「『絵や彫刻』の世界」「発想のしかたはさまざま」というページを設け、絵や彫
刻の学習で大事なことや、表現方法は多様であることを理解できるようにしました。また、デザインの題材に
入る前には「『デザインや工芸』の世界」というページを設け、デザインや工芸そのものへの理解が深められ
るよう、配慮しました。

4



2. 対照表

［ 第 1 学年 ］

図書の構成・内容
学習指導要領の内容

該当箇所
A　表現 B　鑑賞 〔共通事項〕

は
じ
め
に

うつくしい！ （１）ア（ア）イ（ア） （１）アイ P.2-3

うつくしい！ を探してみよう ※（１）ア（ア）　（２）ア（ア） （１）ア（ア）イ（ア） （１）アイ P.4-6

教科書を活用しよう 　　　　　　ー 　　　　　　ー 　　　ー P.8-9

美術の扉を開こう （１）ア（ア）（イ）イ（ア） （１）アイ P.10-11

絵
や
彫
刻
な
ど

「絵や彫刻」の世界 （１）ア（ア）　 （１）ア（ア）　 （１）アイ P.12-13

発想のしかたはさまざま （１）ア（ア）　 （１）ア（ア）　 （１）アイ P.14-15

見つめ、感じ取り、描く （１）ア（ア）　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア）イ（ア） （１）アイ P.16-17

自然の形や色を見つめて （１）ア（ア）　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア）イ（ア） （１）アイ P.18-19

体感ミュージアム「ムーラン・ド・ラ・ギャレットの舞踏場」を鑑賞しよう （１）ア（ア）イ（イ） （１）アイ P.20-21

その人らしさを捉える （１）ア（ア）　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア） （１）アイ P.22-23

心ひかれるこの風景 （１）ア（ア）　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア）イ（ア） （１）アイ P.24-27

墨で表現する楽しさ （１）ア（ア）　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア）イ（イ） （１）アイ P.28-29

響き合う形と色 （１）ア（ア）　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア） （１）アイ P.30-31

材料に命を吹き込む （１）ア（ア）　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア）イ（ア） （１）アイ P.32-33

版の表現を味わう ※（１）ア（ア）　（２）ア（ア）（イ）（１）ア（ア）　 （１）アイ P.34-35

体感ミュージアム　「風神・雷神像」と「風神雷神図屏風」を鑑賞しよう （１）ア（ア）イ（イ） （１）アイ P.36-43

写真を撮る楽しさ （１）ア（ア）　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア）イ（ア） （１）アイ P.44-45

デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど

「デザインや工芸」の世界 （１）ア（イ）イ（ア） （１）アイ P.46-47

文字で楽しく伝える ※（１）イ（イ） 　（２）ア（ア）（イ）（１）ア（イ）イ（ア） （１）アイ P.48-49

印象に残るロゴマーク （１）イ（イ） 　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（イ）イ（ア） （１）アイ P.50-51

暮らしをいろどる文様 （１）イ（ア） 　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（イ）イ（ア）（イ） （１）アイ P.52-55

気持ちを伝えるデザイン （１）イ（ア） （イ） 　（２）ア（ア）（１）ア（イ）イ（ア）（イ） （１）アイ P.56-57

体感ミュージアム　「火焔型土器」を鑑賞しよう （１）ア（ア）（イ）イ（イ） （１）アイ P.58-59

生活の中の焼き物 （１）イ（ウ） 　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（イ）イ（ア）（イ） （１）アイ P.60-61

木と親しむ暮らし （１）イ（ウ） 　（２）ア（ア）（イ） （１）ア（イ）イ（ア）（イ） （１）アイ P.62-63

世界の仮面と出会う （１）ア（イ）イ（イ） （１）アイ P.64-65

資
料

美術館を楽しもう・芸術祭へ行こう （１）ア（ア）（イ）イ（ア）（イ） （１）アイ P.66-67

美術鑑賞を楽しむ手がかり （１）ア（ア）イ（イ） （１）アイ P.68-69

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※表現題材として扱う場合
　

別
冊
「
資
料
」

どうやって描く？ （２）ア（ア）（イ） （１）アイ P.2-3

鉛筆で描く・水彩絵の具で描く （２）ア（ア）（イ） （１）アイ P.4-5
アクリル絵の具で描く・さまざまな描き方 （２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア） （１）アイ P.6-7
版画で表す （２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア） （１）アイ P.8-9
文字をデザインする・端末を活用する （２）ア（ア）（イ） （１）アイ P.10-11

どんな材料でつくる？ （２）ア（ア）（イ） （１）アイ P.12-13

紙でつくる （２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア）イ（ア）（イ） （１）アイ P.14-15
粘土でつくる （２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア）（イ）イ（ア） （１）アイ P.16-17
木でつくる・金属でつくる・石でつくる （２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア）イ（ア） （１）アイ P.18-19

写真を撮影する （２）ア（ア）（イ） （１）ア（ア）イ（ア） （１）アイ P.20-21

映像を制作する （２）ア（ア）（イ） （１）アイ P.22-23

発想・構想のために （１）ア（ア）イ（ア）（イ）（ウ） （１）ア（ア）（イ）イ（ア） （１）アイ P.24-25

自然の中の形・色・光
（１）ア（ア）イ（ア）（イ）（ウ）
（２）ア（ア）（イ）

（１）ア（ア）（イ）イ（ア）（イ） （１）アイ P.26-27

色の世界に出会う
（１）ア（ア）イ（ア）（イ）（ウ）
（２）ア（ア）（イ）

（１）ア（ア）（イ）イ（ア）（イ） （１）アイ P.28-29

色の特徴
（１）ア（ア）イ（ア）（イ）（ウ）
（２）ア（ア）（イ）

（１）ア（ア）（イ）イ（ア）（イ） （１）アイ P.30-31

色の効果と配色
（１）ア（ア）イ（ア）（イ）（ウ）
（２）ア（ア）（イ）

（１）ア（ア）（イ）イ（ア）（イ） （１）アイ P.32-33

日本と世界の伝統色図鑑
（１）ア（ア）イ（ア）（イ）（ウ）
（２）ア（ア）（イ）

（１）ア（ア）（イ）イ（ア）（イ） （１）アイ P.34-35
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